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マ
ン
ス
向
上
と
戦
略
目
標
に
寄
与
す
る
よ
う
に
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の

段
階
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
新
し
い
技
術
環
境
に
お
け

る
人
間
の
役
割
に
つ
い
て
既
に
懸
念
の
声
も
上
が
っ
て
い

る
。Cim

ini

（
２
０
２
０
）
ら
は
、
４
・
０
技
術
が
台
頭

す
る
状
況
下
に
お
け
る
物
流
事
業
者
の
役
割
を
考
慮
に
入

れ
つ
つ
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
い
う

領
域
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　
今
は
ま
だ
構
想
段
階
に
す
ぎ
な
い
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

５
・
０
」
と
い
う
考
え
方
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
産
業
を
支
配

す
る
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
抗
す
る
も
の
と
し
て
登
場
し
た
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
５
・
０
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
コ
ン
セ
プ

ト
を
、
図
表
１
に
図
示
し
た
。

　
４
・
０
が
可
能
に
す
る
高
度
に
自
動
化
さ
れ
た
環
境
で

は
、
も
は
や
人
間
に
は
価
値
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
る
。
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
を
招
来
し

た
先
の
産
業
革
命
に
よ
り
、
世
界
の
製
造
業
に
は
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト
が
起
き
た
。
５
・
０
は
ま
だ
具
現
化
し
て
い

な
い
と
は
い
え
、
４
・
０
で
確
立
さ
れ
た
一
連
の
技
術
が

引
き
続
き
利
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
新
た
な
革
命
で

も
同
様
の
事
態
が
起
き
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
政
策
立
案
者
や
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
破
壊
的
技
術
（
人
工
知
能
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
）
の
実
力
を
見
誤
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
技

術
と
人
間
の
能
力
の
間
に
適
切
な
相
互
作
用
が
生
じ
れ
ば
、

真
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
潜
在
力
が
発
現
す
る
こ
と
に
気
が

つ
い
て
い
な
い
。

　
日
本
政
府
が
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０
と
並
行
し
て
提
唱

す
る
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
」
も
、
科
学
界
や
実
業
界
か

ら
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」
と
も
称

さ
れ
る
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
と
い
う
用
語
は
、
２
０
１
６
年

に
日
本
の
内
閣
府
の
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

　「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
」
が
世
に
初
め
て
紹
介
さ
れ

た
の
は
、２
０
１
１
年
に
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
産
業

見
本
市
「
ハ
ノ
ー
バ
ー
メ
ッ
セ
」
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ

れ
が
昨
今
で
は
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
各
国
政
府
の

主
要
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
一
つ
に
ま
で
に
な
り
、
価
値
創
造
の

源
泉
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
市
場
に
直
接
的
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
４
・
０
の
波
が
否
応
な
く
押
し
寄
せ
て
く
る
状
況
を
受

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
や
実
践
が
、
世
界
各
国
の
各
産
業

セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
革
命
的
現
象

が
他
の
知
識
分
野
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
、
さ
ら
に

理
解
を
深
め
る
た
め
の
研
究
も
盛
ん
だ
。

　
そ
の
具
体
的
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
製
品
開
発
、
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
評
価
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
に
お
け
る
中
小

企
業
、
生
産
計
画
お
よ
び
管
理
、
経
営
戦
略
、
組
織
構
造
、

サ
ー
ビ
ス
化
、
持
続
可
能
性
、
リ
ー
ン
生
産
方
式
な
ど
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
４
・
０
と
そ
の
破
壊
的
技
術
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
与

え
る
影
響
と
い
う
テ
ー
マ
に
限
る
と
、今
の
と
こ
ろ
研
究
例

は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
多
い
と
は
言
え
な
い
。
だ
が
そ
の
中
に
は
、

４
・
０
の
文
脈
お
け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
「
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
４
・
０
」
と
呼
ぶ
一
群
の
研
究
者
た
ち
が
い
る
。

　
彼
ら
の
間
に
は
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
文
脈
に
お

け
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
は
単
な
る
技
術
導
入
以
上
の

意
味
を
も
つ
、と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
。
そ
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
も
そ
も
４
・
０
技
術
を
導
入
す
る
以

前
に
、
効
率
的
な
導
入
に
必
要
な
能
力
、
す
な
わ
ち
イ
ン

フ
ラ
、
労
働
者
の
ス
キ
ル
、
調
整
な
ど
を
理
解
す
る
必
要

が
あ
り
、
さ
ら
に
は
こ
う
し
た
技
術
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
透
明
性
、
応
答
性
、
効
率
、
柔
軟
性
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
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議
が
策
定
し
た
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
お
い
て
初

め
て
提
唱
さ
れ
た
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０
、
ソ

サ
エ
テ
ィ
５
・
０
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

る
研
究
も
あ
る
。Soltysik-Piorunkiew

icz

（
２
０
２

１
）
ら
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
が
破
壊
的
技
術
の
活

用
に
重
き
を
置
く
の
に
対
し
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０
は
、

４
・
０
の
技
術
を
用
い
て
持
続
可
能
な
人
間
中
心
の
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
を
可

能
な
も
の
に
す
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
４
・
０
の
破
壊
的
技
術
を
取
り
込
ん

で
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
は
相
当
な

困
難
が
伴
う
。
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
は
産
業
シ
ス
テ
ム
の
技

術
的
・
組
織
的
変
革
と
い
う
枠
に
収
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
う
し
た
技
術
を
背
景
に
し
て
持
続
可
能
な
環
境
が
立
ち

現
れ
て
く
る
よ
う
、
社
会
と
人
間
の
在
り
方
そ
の
も
の
の

変
革
を
目
指
す
も
の
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

　

人
と
モ
ノ
を
つ
な
い
で
知
識
や
情
報
を
共
有
す
る
た
め

に
先
進
的
な
技
術
と
製
品
を
用
い
、
そ
こ
か
ら
社
会
と
ビ

ジ
ネ
ス
の
連
鎖
や
価
値
を
生
み
出
す
。
産
業
と
い
う
面
か

ら
言
え
ば
、
４
・
０
技
術
の
利
点
を
フ
ル
活
用
す
る
こ
と

で
、
骨
の
折
れ
る
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
か
ら
人
間
を
解
放
す

る
。
さ
ら
に
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
は
、
社
会
的
制
約
を
い

く
つ
か
を
取
り
払
う
こ
と
に
よ
り
、
社
会
問
題
の
克
服
に

も
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０
で
は
「
コ
ボ
ッ
ト
（Cobot

：

Collaborative Robot

の
略
）」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
重

要
な
要
素
の
一
つ
と
な
る
。
製
造
現
場
で
人
工
知
能
・
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
そ
の
他
の
破
壊
的
技
術
を
応

用
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
を
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
に
動
か
す
こ
と
で
、

生
産
性
の
向
上
と
廃
棄
物
の
削
減
、
そ
し
て
持
続
可
能
と

い
う
目
標
に
迫
っ
て
ゆ
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

図表1　サプライチェーン5.0のフレームワークとそのコンセプト

移行問題
インダストリー4.0のパラダイムとケイパビリティ、
および心理学的問題、労働者の安全、社会・倫
理・学習・法律・規制などの課題

イノベーションとテクノロジー
インダストリー4.0の技術および、
協働ロボット（コボット）、マルチエージェントシステムとその技術、デジタル
エコシステム、複雑適応系、4D/5Dプリンティング、3Dスキャニング、
ホログラフィー、インテリジェント自律システム、イノベーションエコシステム

産業戦略
人と技術が調和した環境
持続可能なスマート社会

社会と
持続可能性

持続可能な開発
スマート社会
マスパーソナライゼーション

サプライチェーン5.0
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こ
の
「
産
業
戦
略
」
は
、構
成
要
素
２
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
に
お
い
て
技
術
の
応
用
が
展
開
さ
れ

る
と
、
他
の
構
成
要
素
と
関
係
す
る
よ
う
に
な
り
、
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０
戦
略
の
進
展
と
と
も
に
、
構
成
要
素
３

「
社
会
と
持
続
可
能
性
」に
直
接
影
響
を
与
え
る
。
し
か
し

な
が
ら
５
・
０
に
は
、
主
と
し
て
４
・
０
か
ら
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
に
起
因
す
る
課
題
と
実
施
上
の
困
難
が
あ
り
、そ

れ
ら
が
構
成
要
素
４
「
移
行
問
題
」
と
リ
ン
ク
す
る
。

　
５
・
０
で
は
、
高
度
な
産
業
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
（
批
判
的
思
考
）
の
ス
キ
ル
を
活
用

し
つ
つ
、人
間
と
ス
マ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
推
進
さ
れ
る
。
こ
れ
は
人
と
機
械
か
ら
成
る
労
働
力
の
効

率
的
な
活
用
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、製
造
現
場
で
働
く
熟

練
労
働
者
の
位
置
づ
け
を
見
直
す
と
い
う
意
味
合
い
を
も
つ
。

　
先
の
産
業
革
命
で
あ
る
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
の
時
代
に
は
、
世
界
の
製
造
業
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

が
も
た
ら
さ
れ
た
。
５
・
０
の
実
現
に
は
ま
だ
時
間
が
か

か
る
と
し
て
も
、
こ
の
革
命
と
と
も
に
い
ず
れ
同
じ
こ
と

が
起
こ
る
だ
ろ
う
。

　
５
・
０
で
着
目
す
べ
き
点
の
一
つ
が
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
（
個
人
化
）
で
あ
る
。
５
・
０
に
お
け
る
競
争
優

位
性
の
源
泉
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
（
顧
客

体
験
価
値
）
と
組
織
の
ア
ジ
リ
テ
ィ
（
機
敏
性
）
に
あ
り
、

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
社
会
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
５
・
０
の
重
要
な
要
素
と
な
る
。

　
技
術
の
活
用
ば
か
り
に
注
目
が
集
ま
る
と
い
う
傾
向
は

依
然
と
し
て
根
強
い
も
の
の
、
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
技
術
の
向
上
と
い
う

現
代
的
課
題
は
、
人
間
の
関
与
が
あ
っ
て
こ
そ
成
し
遂
げ

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
技
術
進
化
と
人
間
の
能
力
向
上
の

両
立
を
目
指
す
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０
は
、
こ
う
し
た
現

代
的
課
題
か
ら
生
ま
れ
た
。

ス
ト
リ
ー
５
・
０
と
４
・
０
の
関
係
性
に
迫
る
論
文
は
既
に

存
在
す
る
が
、
５
・
０
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
い
う
テ
ー

マ
に
つ
い
て
は
全
く
未
解
明
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
、
サ
ー
ビ
ス
お
よ

び
製
品
を
社
会
に
届
け
る
と
い
う
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る

役
割
を
果
た
す
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０
と
い
う
現
象
が
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
関
係
者
た
ち
に
何

ら
か
の
か
た
ち
で
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ

う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０
と
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
関
係
性
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
な

の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
体
系
的
な
文
献
調
査
に
基
づ
い
て
新
た
な
視
点

を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
の
新
し
い
ア
プ

ロ
ー
チ
を
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
５
・
０
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。
ま
た
、
次
の
三
つ
を
研
究
課
題
と
し
て
設
定
し
た
。

研
究
課
題
１
─
─
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０
と
い
う
概
念
は

ど
の
よ
う
な
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
か
？

研
究
課
題
２
─
─
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０
は
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
？

研
究
課
題
３
─
─
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
５
・
０
と
は
何
か
？

　
以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
、以
下
で
は
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
５
・
０
・
同
４
・
０
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
相
互
関

係
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
い
く
（
図
表
２
）。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５・０
の
構
成
要
素

構
成
要
素
１
─
─
産
業
戦
略

　
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０
は
大
き
く
四
つ
の
要
素
か
ら
構

成
さ
れ
る
。「
産
業
戦
略
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
」「
社
会
と
実
現
可
能
性
」「
移
行
問
題
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
構
成
要
素
１
「
産
業
戦
略
」
は
七
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
、
す
な
わ
ち
産
業
・
技
術
・
開
発
・
文
脈
・
応
用
・
影

響
・
未
来
か
ら
成
る
。

　
５
・
０
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
何
よ
り
も
製
造
環
境
に

お
け
る
人
間
の
役
割
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、パ

ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
製
品
を
大
量
生
産
し
て
、顧
客
に
高

い
付
加
価
値
を
提
供
す
る
こ
と
も
そ
の
一
部
で
あ
る
。

　
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
ロ
ボ
ッ
ト
や
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
５
・
０
を
特
徴
づ
け
る

要
素
は
、人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
協
働
作
業
（
コ
ボ
ッ
ト
）、マ
ス

カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
超

ス
マ
ー
ト
社
会
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
）
な
ど
で
あ
る
。
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
が
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
基
盤
を

形
成
す
る
の
に
対
し
、
５
・
０
は
社
会
的
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
の
時
代
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
と
は
異
な
り
、
第
５
次
産
業
革

命
と
も
言
う
べ
き
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０
が
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
に
と
っ
て
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
、
ま
だ
共

通
認
識
と
言
え
る
ほ
ど
の
も
の
は
存
在
し
な
い
。
イ
ン
ダ
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図表2　研究領域

インダストリー
4.0

インダストリー
5.0

サプライチェーン

研究課題1
インダストリー 5.0の概念はいかな
る要素から成り立っているのか？
研究課題2
インダストリー 5.0はサプライチェー
ンにどのような影響を与えるのか？
研究課題3
インダストリー5.0とは何か？
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未
来
学
者
た
ち
の
間
で
は
、人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
人
間
ら
し
さ
や

パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
付
加
す
る
と
い
う
テ
ー
マ
に

関
す
る
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
。
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
顧
客
に
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
パ

ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
を
特
徴
づ
け
る
。

　
こ
こ
で
の
眼
目
は
、
機
械
と
人
間
を
同
時
か
つ
効
率
的

に
活
用
し
な
が
ら
相
乗
効
果
が
現
れ
る
環
境
を
作
り
だ
し
、

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す

る
こ
と
で
あ
る
。
医
療
産
業
を
例
に
と
れ
ば
、イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
５
・
０
に
よ
っ
て
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
範
囲

が
広
が
り
、患
者
の
必
要
性
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ

の
移
植
組
織
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

構
成
要
素
２
──
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　
構
成
要
素
の
二
つ
目
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
」
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
シ
ス
テ
ム
・
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
・
人
工
知
能
、
と
い
う
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
関

係
す
る
。
こ
れ
ら
の
技
術
は
現
行
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・

０
時
代
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
５
・
０
へ
と
移
行
す

る
環
境
を
整
え
る
た
め
の
土
台
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

４
・
０
技
術
と
統
合
し
た
新
た
な
技
術
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要

で
あ
る
と
の
見
方
も
あ
り
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
要
素
が
鍵
に
な
る
。

　
例
え
ばJavaid

（
２
０
２
０
）
ら
は
、
５
・
０
の
要
素

と
し
て
次
の
17
を
挙
げ
る
。

・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

・
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
（
コ
ボ
ッ
ト
）

・
ス
マ
ー
ト
セ
ン
サ
ー

・
Ｉ
ｏ
Ｔ

・
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

・
マ
ル
チ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
そ
の
技
術

・
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ
ス
テ
ム

・
デ
ジ
タ
ル
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

・
複
雑
適
応
系
（
Ｃ
Ａ
Ｓ
）

・
ス
マ
ー
ト
マ
テ
リ
ア
ル

・
３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

・
４
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

・
５
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ

・
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

・
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー

・
仮
想
現
実
（
Ｖ
Ｒ
）

　
認
知
能
力
を
高
め
る
技
術
に
は
、
人
工
知
能
関
連
（
コ

グ
ニ
テ
ィ
ブ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ビ
ジ
ョ

ン
、
知
識
表
現
、
機
械
学
習
、
レ
コ
メ
ン
ダ
シ
ス
テ
ム
、
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
、
最
適
化
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
な
ど
）
だ
け
で
な
く
、W

hat if 

シ
ナ
リ
オ
分
析
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
分
析
、
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
仮
想

現
実
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

　A
slam

（
２
０
２
０
）
ら
の
議
論
で
は
、
５
・
０
を
特

徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
ス
マ
ー
ト
社
会
、
仮
想

空
間
と
物
理
空
間
の
統
合
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
拡
張
現
実
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
、
ブ
レ
イ
ン
・
マ
シ
ン
・
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）、
技
術
に
お
け
る
人
間
中
心
主

義
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
言
え
ば
、
５
・
０
が
重
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ

こ
で
の
課
題
は
、人
間
／
ユ
ー
ザ
ー
中
心
主
義
と
い
う
観
点

か
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
を
刷

新
す
る
こ
と
で
あ
る
。

構
成
要
素
３
─
─
社
会
と
持
続
可
能
性

　
構
成
要
素
３
「
社
会
と
持
続
可
能
性
」
は
、
社
会
・
コ

ン
セ
プ
ト
・
課
題
・
持
続
可
能
な
開
発
・
組
織
の
五
つ
が

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０
ア
プ
ロ
ー

チ
の
導
入
で
影
響
を
受
け
る
の
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
社

会
と
持
続
可
能
性
と
い
う
側
面
で
あ
る
。

　
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
を
目
指
す
上
で
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

４
・
０
の
技
術
は
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
。
持
続
可
能

性
を
中
心
的
な
課
題
と
す
る
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
は
、
破
壊

的
技
術
を
基
盤
と
す
る
社
会
で
あ
り
、そ
の
目
的
を
達
成
す

る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
情
報
と
デ
ー
タ
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
技
術
的
背
景
を
も
つ
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
で
は
、

産
業
シ
ス
テ
ム
の
技
術
的
変
革
と
組
織
的
変
革
を
隔
て
る

壁
を
取
り
払
い
、
持
続
可
能
な
環
境
の
実
現
に
向
け
て
社

会
と
人
間
と
い
う
側
面
が
重
視
さ
れ
る
。

　
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
の
出
現
を
受
け
、
ソ
サ
エ
テ
ィ

５
・
０
は
持
続
可
能
な
経
済
の
安
定
に
と
っ
て
必
須
の
指

針
と
な
っ
た
。
デ
ジ
タ
ル
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
か
ら

デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
、
と
い
う
の
が
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・
０

お
よ
び
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
主
旨
で

あ
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
の
社
会
志
向
と
技
術
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
よ
り
持
続
可
能
な
開
発
を
目
指
す
５
・
０

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
基
礎
な
の
で
あ
る
。

構
成
要
素
４
─
─
移
行
問
題

　
構
成
要
素
４
「
移
行
問
題
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
課
題

と
実
施
と
い
う
二
つ
だ
け
で
あ
る
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
５
・

０
を
実
現
す
る
上
で
解
決
す
べ
き
課
題
と
実
施
と
い
う
側

面
で
あ
る
。
４
・
０
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
る
技
術
偏
重
か
ら
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
間
中
心
主
義
へ
の
移
行
は
、
最
も

大
き
な
課
題
の
一
つ
と
言
え
る
。
４
・
０
の
破
壊
的
技
術

を
取
り
込
み
つ
つ
５
・
０
を
確
立
す
る
の
は
、
容
易
な
こ

と
で
は
な
い
。

　
新
た
な
テ
ー
マ
の
一
つ
が
人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
コ
ワ
ー
キ
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は
、
４
・
０
の
技
術
的
基
盤
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
言
え
る
。

　
し
か
し
、
５
・
０
に
は
、
こ
こ
に
新
た
な
技
術
的
進
歩

が
加
わ
る
。
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
、
マ
ル
チ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・

シ
ス
テ
ム
と
そ
の
技
術
、
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
シ
ス
テ
ム
、
複
雑

適
応
系
、
４
Ｄ
／
５
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ニ

ン
グ
、
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
自
律
シ
ス

テ
ム
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
来
る
べ
き
技
術
革
新
に
お

い
て
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
重
要
性
を
増
し
て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

　
社
会
と
持
続
可
能
性
に
関
し
て
は
、
４
・
０
に
お
け
る

社
会
は
受
動
的
で
あ
り
、そ
の
技
術
が
ご
く
自
然
に
社
会
に

影
響
を
与
え
る
。
と
こ
ろ
が
５
・
０
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け

る
社
会
は
能
動
的
で
あ
り
、
達
成
す
べ
き
対
象
で
も
あ
る
。

　
こ
の
新
た
な
産
業
革
命
の
目
的
の
一
つ
は
、「
超
デ
ジ
タ

ル
ス
マ
ー
ト
社
会
」
の
実
現
で
あ
る
。
そ
の
射
程
は
企
業

の
枠
を
超
え
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
と
連
動
し
た
社
会
へ
と

拡
が
っ
て
い
く
。
加
え
て
５
・
０
で
は
、
４
・
０
の
よ
う

に
技
術
の
影
響
だ
け
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
持
続
可
能

な
開
発
が
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
つ
と
な
る
。
５
・
０
の
技

術
・
ア
プ
ロ
ー
チ
・
ス
マ
ー
ト
社
会
の
間
の
関
係
は
、
組
織

お
よ
び
社
会
に
最
も
進
ん
だ
持
続
可
能
な
環
境
を
作
り
だ

す
よ
う
に
設
計
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
移
行
問
題
に
つ
い
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
４
・
０
を
論
じ
て

い
る
研
究
者
た
ち
は
、
調
整
機
能
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
デ

ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
、
戦
略
的
整
合
性
、
人
材
の
ス
キ
ル
と
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
、全
体
的
な
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
は
５
・
０
に
お
い
て
も
同
様
だ
が
、
心

理
学
的
問
題
、
労
働
者
の
安
全
、
社
会
・
倫
理
・
学
習
・

法
律
・
規
制
な
ど
の
課
題
な
ど
、
そ
の
範
囲
と
複
雑
さ
は

い
っ
そ
う
増
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
も
最
大
の
課
題
は
、

技
術
偏
重
か
ら
調
和
の
と
れ
た
人
間
中
心
と
い
う
視
点
へ

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
で
あ
る
。（
翻
訳
構
成
　
大
矢
英
樹
）

ン
グ
、
そ
し
て
組
織
お
よ
び
人
間
関
係
と
い
う
側
面
に
お

け
る
そ
の
意
義
で
あ
る
。
人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
適
切
な
関
係

を
構
築
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
心
理
・

社
会
・
倫
理
・
学
習
・
法
律
・
規
制
な
ど
に
か
か
わ
る
問

題
で
あ
る
。
５
・
０
を
実
現
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
教
育

と
ス
キ
ル
、
労
働
環
境
、
生
産
性
と
賃
金
の
関
係
、
技
術

と
余
剰
人
員
、
最
適
な
製
品
、
持
続
可
能
性
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
、
倫
理
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
が
あ

る
。
地
域
の
成
長
政
策
の
後
押
し
な
ど
、
幅
広
い
共
有
が

必
要
な
要
素
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
４・０
と
５・０

　
最
後
に
、
前
述
の
四
つ
の
構
成
要
素
に
沿
っ
て
、
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
５
・
０
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
４
・
０
の
関
係

を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る（
図
表
３
）。
ま
ず
産
業
戦
略
に

つ
い
て
は
、
４
・
０
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
技
術
的
な
環
境
に
偏

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
５
・
０
で
は
技
術
を
評
価
す
る
姿

勢
は
維
持
し
つ
つ
、主
と
し
て
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
が
可
能
に
す

る
技
術
と
人
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
環
境
を
も
重
視
す
る
。

　
ま
た
４
・
０
は
、
透
明
性
・
応
答
性
・
柔
軟
性
・
廃
棄

物
削
減
・
効
率
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、
マ
ス
カ
ス
タ
マ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
優
位

性
を
も
追
求
す
る
。
一
方
の
５
・
０
は
、
こ
れ
ら
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
を
前
提
と
し
た
上
で
、さ
ら
に
製
品
と
サ

ー
ビ
ス
の
マ
ス
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
付
加
価

値
を
追
求
す
る
。

　
４
・
０
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
構
成
す
る

の
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
・
３
Ｄ
プ
リ
ン
テ
ィ

ン
グ
・
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
・

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
・
拡
張
現
実
・
人
工
知
能
な
ど
で
あ
る
。

こ
う
し
た
技
術
は
５
・
０
に
お
い
て
も
同
様
だ
が
、
そ
の

中
で
も
特
に
人
工
知
能
が
活
用
さ
れ
る
。
５
・
０
の
実
現
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図表3　今後の研究課題
インダストリー5.0の構成要素 インダストリー5.0とサプライチェーンの研究課題

産業戦略

・�インダストリー4.0のパラダイムの下で、いかにしてサプライチェーン5.0を展開してゆくか？
・�サプライチェーン5.0戦略を展開する以前に、組織はどの程度成熟している必要があるか？
・�サプライチェーン5.0のプログラム開発のため、サプライチェーンメンバーはどのように協働してゆくべきか？
・�サプライチェーン5.0プログラムの導入が戦略にもたらす影響とは（持続可能性、マスパーソナライゼーション、デジタ
ル社会など）？
・�サプライチェーン5.0を協働しながら導入することで、ステークホルダーはどのような競争優位性を得ることができるか？

イノベーションと
テクノロジー

・�サプライチェーン5.0が影響力を発揮する上で最も有益なテクノロジーとは？
・�インダストリー5.0導入の土台となる4.0技術とは何か？
・�インダストリー5.0の技術をサプライチェーン全体でどのように相互運用し、社会とどのようにかかわっていくべきか？
・�イノベーションエコシステムは、インダストリー5.0におけるサプライチェーンの展開をどのように促進できるのか？

社会と持続可能性

・�超スマート社会の実現に向け、サプライチェーン5.0は社会にどのように貢献できるのか？
・�サプライチェーン5.0アプローチによる循環型サプライチェーンのメリットとは？
・�サプライチェーン5.0は個々人にどのようなメリットをもたらすのか？
・�サプライチェーン5.0はより持続可能な環境作りに向け、いかにして気候変動目標を達成していけるか？
・�ソサエティ5.0と持続可能な開発のため、サプライチェーンメンバーはどのような役割を果たすべきか？

社会と持続可能性
・�サプライチェーン4.0から5.0への移行を阻む主な要因とは何か？
・�サプライチェーン5.0プログラムの導入前に、どのようなケイパビリティを身につける必要があるか？
・�サプライチェーン4.0から5.0へと移り変わるきっかけとなるものは何か？
・�サプライチェーンのステークホルダーは、移行プラグラムにどのような影響を与えることができるか？
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